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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月14日(2017.9.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１乃至第４のトランジスタを有し、
　前記第１のトランジスタのソース電極又はドレイン電極の一方は、第１の配線と電気的
に接続されており、
　前記第１の配線は、前記第１乃至第４のトランジスタを有する回路から出力される信号
を伝達する機能を有し、
　前記第１のトランジスタのゲート電極としての機能と前記第４のトランジスタのゲート
電極としての機能とを有する第１の導電層は、前記第３のトランジスタのソース電極又は
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ドレイン電極の一方としての機能を有する第２の導電層を介して、前記第２のトランジス
タのゲート電極としての機能を有する第３の導電層と電気的に接続されており、
　前記第２のトランジスタのソース電極又はドレイン電極の一方は、前記第３のトランジ
スタのゲート電極と電気的に接続されており、
　前記第２のトランジスタのソース電極又はドレイン電極の他方は、第２の配線に電気的
に接続されており、
　前記第３のトランジスタのソース電極又はドレイン電極の他方は、前記第２の配線に電
気的に接続されており、
　前記第４のトランジスタのソース電極又はドレイン電極の一方は、前記第１のトランジ
スタのソース電極又はドレイン電極の他方と電気的に接続されている半導体装置。
【請求項２】
　第１乃至第４のトランジスタを有し、
　前記第１のトランジスタのソース電極又はドレイン電極の一方は、第１の配線と電気的
に接続されており、
　前記第１の配線は、前記第１乃至第４のトランジスタを有する回路から出力される信号
を伝達する機能を有し、
　前記第１のトランジスタのゲート電極としての機能と前記第４のトランジスタのゲート
電極としての機能とを有する第１の導電層は、前記第３のトランジスタのソース電極又は
ドレイン電極の一方としての機能を有する第２の導電層を介して、前記第２のトランジス
タのゲート電極としての機能を有する第３の導電層と電気的に接続されており、
　前記第１の導電層は、半導体層を介さずに前記第３の導電層と電気的に接続されており
、
　前記第２のトランジスタのソース電極又はドレイン電極の一方は、前記第３のトランジ
スタのゲート電極と電気的に接続されており、
　前記第２のトランジスタのソース電極又はドレイン電極の他方は、第２の配線に電気的
に接続されており、
　前記第３のトランジスタのソース電極又はドレイン電極の他方は、前記第２の配線に電
気的に接続されており、
　前記第４のトランジスタのソース電極又はドレイン電極の一方は、前記第１のトランジ
スタのソース電極又はドレイン電極の他方と電気的に接続されている半導体装置。
【請求項３】
　第１乃至第４のトランジスタを有し、
　前記第１のトランジスタのソース電極又はドレイン電極の一方は、第１の配線と電気的
に接続されており、
　前記第１の配線は、前記第１乃至第４のトランジスタを有する回路から出力される信号
を伝達する機能を有し、
　前記第１のトランジスタのゲート電極としての機能と前記第４のトランジスタのゲート
電極としての機能とを有する第１の導電層は、前記第３のトランジスタのソース電極又は
ドレイン電極の一方としての機能を有する第２の導電層を介して、前記第２のトランジス
タのゲート電極としての機能を有する第３の導電層と電気的に接続されており、
　前記第１の導電層は、前記第３の導電層と常に導通しており、
　前記第２のトランジスタのソース電極又はドレイン電極の一方は、前記第３のトランジ
スタのゲート電極と電気的に接続されており、
　前記第２のトランジスタのソース電極又はドレイン電極の他方は、第２の配線に電気的
に接続されており、
　前記第３のトランジスタのソース電極又はドレイン電極の他方は、前記第２の配線に電
気的に接続されており、
　前記第４のトランジスタのソース電極又はドレイン電極の一方は、前記第１のトランジ
スタのソース電極又はドレイン電極の他方と電気的に接続されている半導体装置。
【請求項４】
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　請求項１乃至請求項３のいずれか一において、
　前記第２の導電層は、前記第１の導電層と異なる層に設けられており、
　前記第２の導電層は、前記第３の導電層と異なる層に設けられている半導体装置。
【請求項５】
　走査線駆動回路と、画素と、を有し、
　前記走査線駆動回路は、シフトレジスタを有し、
　前記シフトレジスタが有する複数段の回路の一つは、第１乃至第４のトランジスタを有
し、
　前記第１のトランジスタのソース電極又はドレイン電極の一方は、第１の配線と電気的
に接続されており、
　前記第１の配線は、前記複数段の回路の一つから出力される信号を伝達する機能を有し
、
　前記第１のトランジスタのゲート電極としての機能と前記第４のトランジスタのゲート
電極としての機能とを有する第１の導電層は、前記第３のトランジスタのソース電極又は
ドレイン電極の一方としての機能を有する第２の導電層を介して、前記第２のトランジス
タのゲート電極としての機能を有する第３の導電層と電気的に接続されており、
　前記第２のトランジスタのソース電極又はドレイン電極の一方は、前記第３のトランジ
スタのゲート電極と電気的に接続されており、
　前記第４のトランジスタのソース電極又はドレイン電極の一方は、前記第１のトランジ
スタのソース電極又はドレイン電極の他方と電気的に接続されており、
　前記画素は、前記第１の配線と電気的に接続されている表示装置。
【請求項６】
　走査線駆動回路と、画素と、を有し、
　前記走査線駆動回路は、シフトレジスタを有し、
　前記シフトレジスタが有する複数段の回路の一つは、第１乃至第４のトランジスタを有
し、
　前記第１のトランジスタのソース電極又はドレイン電極の一方は、第１の配線と電気的
に接続されており、
　前記第１の配線は、前記複数段の回路の一つから出力される信号を伝達する機能を有し
、
　前記第１のトランジスタのゲート電極としての機能と前記第４のトランジスタのゲート
電極としての機能とを有する第１の導電層は、前記第３のトランジスタのソース電極又は
ドレイン電極の一方としての機能を有する第２の導電層を介して、前記第２のトランジス
タのゲート電極としての機能を有する第３の導電層と電気的に接続されており、
　前記第１の導電層は、半導体層を介さずに前記第３の導電層と電気的に接続されており
、
　前記第２のトランジスタのソース電極又はドレイン電極の一方は、前記第３のトランジ
スタのゲート電極と電気的に接続されており、
　前記第４のトランジスタのソース電極又はドレイン電極の一方は、前記第１のトランジ
スタのソース電極又はドレイン電極の他方と電気的に接続されており、
　前記画素は、前記第１の配線と電気的に接続されている表示装置。
【請求項７】
　走査線駆動回路と、画素と、を有し、
　前記走査線駆動回路は、シフトレジスタを有し、
　前記シフトレジスタが有する複数段の回路の一つは、第１乃至第４のトランジスタを有
し、
　前記第１のトランジスタのソース電極又はドレイン電極の一方は、第１の配線と電気的
に接続されており、
　前記第１の配線は、前記複数段の回路の一つから出力される信号を伝達する機能を有し
、
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　前記第１のトランジスタのゲート電極としての機能と前記第４のトランジスタのゲート
電極としての機能とを有する第１の導電層は、前記第３のトランジスタのソース電極又は
ドレイン電極の一方としての機能を有する第２の導電層を介して、前記第２のトランジス
タのゲート電極としての機能を有する第３の導電層と電気的に接続されており、
　前記第１の導電層は、前記第３の導電層と常に導通しており、
　前記第２のトランジスタのソース電極又はドレイン電極の一方は、前記第３のトランジ
スタのゲート電極と電気的に接続されており、
　前記第４のトランジスタのソース電極又はドレイン電極の一方は、前記第１のトランジ
スタのソース電極又はドレイン電極の他方と電気的に接続されており、
　前記画素は、前記第１の配線と電気的に接続されている表示装置。
【請求項８】
　請求項５乃至請求項７のいずれか一において、
　前記第２の導電層は、前記第１の導電層と異なる層に設けられており、
　前記第２の導電層は、前記第３の導電層と異なる層に設けられている表示装置。
【請求項９】
　請求項５乃至請求項８のいずれか一において、
　前記第２のトランジスタのソース電極又はドレイン電極の他方は、第２の配線と電気的
に接続されており、
　前記第３のトランジスタのソース電極又はドレイン電極の他方は、前記第２の配線と電
気的に接続されている表示装置。
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